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広告内容の問い合わせは各事業所へ広 告

福祉用具のケア・フレンド

その他いろいろ取り扱っております。是非ご来店下さい。  ☎０３－３８０９－２７１４
自助具 歩行器 靴 ４点杖 浴槽台 シャワーチェア ポータブルトイレ

　区では、民間保険会社と提携して、区民交通傷害保
険事業を実施しています。区民の皆さんが自動車や自
転車等によって交通事故に遭い、けがをされた場合、
入院や通院治療日数に応じて保険金が支払われます。

の
加入申し込みを受け付けます

  引受保険会社 　損害保険ジャパン日本興亜株式会社東京公務開発部営業開発課（東京都新宿区西新宿１-26-１）☎（３３４９）９６６６
 受付時間 　午前９時～午後５時　※㈯・㈰・㈷等を除く
 問 合 せ 　区民課区民交通傷害保険窓口　☎内線３７８２（承認番号SJNK16-13328・承認日：平成29年１月17日）

 保険期間 　平成29年４月１日午前０時～平成30年３月31日午後12時
 対　　象 　区内在住の方（平成29年４月１日時点）
　　　　　  ※年齢や職業による加入制限はありません
 保険料（年額） 
▶Ａコース…1000円　▶Ｂコース…1700円　▶Ｃコース…2900円
▶ＡＪコース（Ａコース＋自転車賠償責任プラン*）…1300円
▶ＢＪコース（Ｂコース＋自転車賠償責任プラン*）…2000円
▶ＣＪコース（Ｃコース＋自転車賠償責任プラン*）…3200円

区役所３階区民課、各区民事務所、区内の各金融機関・ゆ
うちょ銀行・郵便局

 申込書の 
 配付場所 
 申込方法 　保険料を添えて、申込書に記載の窓口で

※団体加入は、区民課区民交通傷害保険窓口のみで受け付けます
※ 区役所の窓口で申し込む場合は、住所を確認できるもの（健康保険
証等）をお持ちください
※区民事務所では申し込みできません

 募集期間 　 ２月１日㈬～３月31日㈮　※金融機関での申し込みは、３月17
日㈮まで　※希望者には、区民課で加入者シールを配付します

　この案内は概要の説明です。詳細は、損害保険ジャパン日本興亜株
式会社までお問い合わせください

　区民交通傷害保険に加入する場合に付けられる特約です。
　被保険者が、日本国内で自転車または身体障がい者用車いすの所有・
使用・管理に起因して、他人にけがを負わせたり、他人の財物を壊した
りしたこと等によって、法律上の損害賠償責任が発生した場合に、被保
険者が負担する損害賠償金および費用（応急手当、緊急処置、訴訟費用等）
の合計額を支払います。　※自転車賠償責任プランのみの加入はできません

＊自転車賠償責任プラン  

等
級 交通事故におけるケガ等の程度 加入コース別保険金額

A B C
死亡または重度障害 150万円 350万円 600万円

１ 180日以上の継続入院治療 34万円 60万円 120万円
２ 90日以上の継続入院治療 23万円 35万円 65万円
３ 60日以上の継続入院治療 15万円 23万円 35万円
４ 治療期間180日以上かつ治療実日数90日以上 9万円 13万円 20万円
５ 治療期間90日以上かつ治療実日数45日以上 7万円 10万円 15万円
６ 治療期間30日以上かつ治療実日数15日以上 4万円 6万円 10万円
７ 治療期間15日以上かつ治療実日数７日以上 2万円 3万円 5万円
８ 治療期間15日未満または治療実日数７日未満 1万円 2万円 3万円
※ ＡＪ、ＢＪ、ＣＪコースは、自転車または身体障がい者用車いすの所有、使用または管
理に起因して損害賠償責任を負った場合、被保険者の負担する損害賠償金等について、
上表とは別に1000万円を上限に支払われます

　猫は愛護動物であるため、処分を目的とした捕獲は動物の愛護および管理に関する法律で禁止されています。　猫は愛護動物であるため、処分を目的とした捕獲は動物の愛護および管理に関する法律で禁止されています。
　飼い主のいない猫を増やさないためには、不妊・去勢手術による繁殖抑制が、最も効果的です。［問合せ］生活衛生課　☎内線４２２　飼い主のいない猫を増やさないためには、不妊・去勢手術による繁殖抑制が、最も効果的です。［問合せ］生活衛生課　☎内線４２２

飼い主のいない猫飼い主のいない猫をを増やさないために増やさないために
●区ではボランティア団体を支援しています
　飼い主のいない猫への適切な餌やりや排せつ物の清掃、不妊・去勢手術の実施、新しい飼い主探し等
を行うボランティア団体を支援しています。現在、区内に50団体が登録し、約2600頭以上に不妊・去
勢手術を実施しましたが、活動面積は区全体の約２割です。新たに活動できる団体を募集しています。

▶不妊・去勢費用の助成　▶手術のための捕獲器の貸し出し　等支援内容 ※ この制度は荒川区獣医師会の全面的な協力を得て実施しています

※ 区の助成で不妊・去勢手術をした猫は右耳の上部を１cm程度V字カットしています（V字カットは、虐待ではあり
ません）
※団体では猫の引き取りは行っていません

●活動にご理解を
　ボランティア団体は、飼い主のいない猫への餌やりだけでなく、食べ残しや排せつ物の清掃をして、
地域の理解が得られるよう努めています。
　しかし、ボランティア団体と無責任な餌やりが、同じようにみなされる場合があります。周囲の理解
や協力は、活動を続けていくうえで心強いサポートとなります。

▶ 必ず土地や施設の所有者（管理者）に許可を得ましょう
▶ 食べ残しや排せつ物の清掃、不妊・去勢手術にも取り組みましょう
▶ 活動の目的等を近所の方や町会に報告しましょう

飼い主のいない猫に
餌をあげている方へ

猫を飼っている方へ

●屋外で放し飼いにしない
　飼い猫を屋外で放し飼いにすると、
交通事故や猫エイズ等の感染症にかか
るおそれがあります。

●ペットであることを明らかにしましょう
　首輪等をつけ、ペットであることを
明示しましょう。また、マイクロチッ
プをつけると、首輪のように外れる心
配がなく、発見が容易になります。

●不妊・去勢手術をしましょう
　生殖器の病気にかからなくなる、尿
の臭いが軽減する等のメリットがあり
ます。


